
租IIL党川 草月村田℡廿の3陳の卑見 27

徴 用村 田雷 管 の塞'板 の改 孟

(唱 和 24年 7月 】9Fl生 4)

頼 JlT 進 ･荒 JrT陵 昭

(F7本LE秦折尾ffZLf)

■ ■

攻を空相村田サ廿で[=,姓tiの上にB法免荷(■横)t用ひて庶Z･が.R射弗-の芳火と良くする

Sと鮮血中の不良品弥生助止のた2'とに乱たわ丹))任と5唯上と経った7rJ九九 又は合成B相rの内-

DIとして71T世牲I1-あるItJ.･E･イrt先任簸拓のft8としてZt対して見たA,横瀬坤もJA並坤も不良色
土少なく又ft火の酔-t=ルOイrは世えごttつたが.卓41転-0才火tf,ZSEE,'&仝仕,#iLtt何れも

良好とL.,A.仲条t丹た｡

里 途 上 の 比 せ
鎗合すろ矧 こ且文題火力を比較し相も狂に出 した折

尾式空相脚 苫 (i2)を考案した｡

(1) 蹴好 きの不見た (B) 拭 良

材実寸的 -Iz閏 に瓜成,水分一定の糧現を同JE (I) 軸 Jgh の放火良否

宛粁丘した上に鐘73脚 'C淑 姐拓と.七 ･̂丁イr EL2組 2gによI)1Ft払;一定題印 した皿に覆射集

の輔留吉坂を軒 下栗由り故共して見た成,七A･Oイ r (桝 た?.色火熊bWl)を入れ.之に舟火すちか否かを

イ即 1品は搬相乍粟にBEヨする不良少な く准架品の杓 見て共の℡℡の鼓射集への於火且苔をJt校した疫.逮

I/I.以下であった.

(2) !池 畔の不L漣

Gil拭段で般射したものな同一鮒牛でL!花捉持したg
こILも,七JL･E･イド†捌1品の方が不Lt品少なく,従来

品の約 Ii以下であった｡

製品晶茨に関する比較

(A) 幹 捻 如 ta

碓氷Jriit火討取裸 佃 llを掛 り百官の脚 IlのすESに

.'L＼

法望芯阻Tj昏辞よりIL:ルt,イr虻月!℡管の方が虎火事

がJ王かつた｡



柵 射-･漁法油紙のモク,タが解火にBItE9.S･PI乙

る芯ではT=いかと考えられろので,也のi且乱 長吉.

特脚 25をX■牧村して見たいとEう｡
(2) 拓銘JSJZfくJl
稚 ,寸卓羊J-TL相 に触 ,水分一定のぼやを同

士元PFJtした中書S･iql及12の淵 古で紬 Lた&

iL3茨iFlのiZl=tLり何れもセルt'イrL棚 l町廿は完

甥曳軽く,完はPtに放ける由良の勾EEが丑でもろから

班かの1本JL･<-で完はし.宋糧の錘串が.大でもろと

考iられる.又不離 と不は付の在校の勾ZEは瑳東晶

と大差ないから.1王政安全性は捉宋品と托毘王と考え
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て.Ilレ.鉛盛年曲nS･見ろに七jt,I,イr

蛇用町官の方が完不捉弘の農.並に凹凸少なく榊 tであ

るのは.-tJt･コイrb 顎漢鶏河lこ比べて恥 も,瓜flもたT･4

ち求名百官の飽 ;汁-であると考へて良い.(3) 町

trの轍 と堅払耶 の色火中2Bif包括他用甘℡ 及 tA･ロイ
r位相町廿の耶 官を誠実 50ガ IPI=6巳帆汲20

E]m琶泊させて英の弐肖甘廿を恥 で車って見たJt襲 Iのはな捗恥 こな･ウ,

何れ もtJt･I,イrE脚 甘の方が蛸

ヰ叫,でも○監火も完全であった｡

1 4JLL 叫 ･- 1

▲tJ+drBM■ tヽH L･4■●寸.l

It維 IILlt+粥 1.ZILEち0,'''に於けち吸乳申並に共の較iI打廿の封火中

戦 火l己
51 繊 E疋 E&d 組 敢削 r̀t8秒+洩柾′一

Tl丑 の吸血JP奴
Fr liyo】汝油孤抑止 IFlサ せ 6 0

458.T=02 -t･A,I-イr快JJJ廿甘 8

04∞X'03 汝淡路mbe)lIT 廿 20 t

)378lh'04 セ ,̂l'イドLtJTJ筋骨 2

q O･318(,tlは本邦の No 2と h'0 3 と 3台

上郷 するとiAJV肺件の点にIE)EEITL比較

にはならないが少くとも抵軒的現iutよL)見て漁法紬抗

仲川FT甘 :10 3はtルpイr維IJIT打†Thl0 2より攻

粥が 少1=いのに叩って5!火事が不11であったのは出 姐箔

が控かの望軌 こより諾:ttとなり,タウン1'y的作用を淡bナに圧し七

Jt･t'イrのjJHまFJt泊時も鼓Lと少なく従って

繋矧 こ上る8火不11少

ないと考えら)1ろ.(4) 鮒 に

よろt射!収(イ) ℡甘のみの

塩合食射光.糾 せ樹 せ1町廿のみのを火JFを攻めて
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見た庶楠砿叩肝炎全欺完奈であった｡

(
.･
)m甘及材射熊の幼合
榊i･如せ-ri201棚耕して事って見た庇,

荏

宋晶並に七一p1rl411は'何れも全抑廿の旦火.発
射熊(先払qth1
.
TC紙火女)への3炊.
軸t羊の也婆

等托て完全であった｡
(ノ･)旬廿鼓舶走政宗坪全部弛叛の書合
全 部



竹rl' 石井 硫安系防虫ダイナYイトのgS封1r=放て 29

AnImprovementoftheCoverofMuTata

PercusslOnCap

BySusumuAikawaaTld TakaakIArakaWa

BTtJSIZlgthecetluloldItISteadofthevaTtllShedtlnfo】l as亡heckphteh M uTau

perc11弘,Onmp,theLrSe71SltLVerleは,Stabzllt),tgnLtabtll一〉tOprOFdlaE)tSaZldmtlhtl･

mldLLyprOpeEtle5Ⅵerelr叩rOVed

TheOrlO-St〉ledrop-karDmCrAp7nrall巡 forI氾 rCtlSIDnCZIP3Tt'15dcslgtledatld=lr-

rangedAStO 長日hepractlcnllユSC (hTLPfK･TlKayakLIE E OrlOFzICtOry)

碑安系膨質ダイナマイトの防農に就て

(招 b]2･Sキ 7月 】7日交 尺)

竹 中 東 夷 ･石 井 旭

(El本他事厚扶作桑原)

棚 丁./モン罪rイナーイトの防附に朗しては,硝

酸TyitLンがBi熊に蚊tnShてよL)以東今Fl迄数多く

のFF死が行われ これに朋する文献並びに特許の薮は

ねびたL･しいものである｡

硝蛙アンモンの玖鮎防】E:の方法l淵 二つに大別さ

れる｡

(り 納受と他の化合物との分子化合物を作l),共

の致淋性を減少せしめる方法｡

(2) 和食u也の艶泌性は㍍少させろ耕土山東ない

が.柑{Rの姑Jhを捌水tg･の安定な棚 で拭ひ硝安

滋JZ】的への水分子のi52人を防止する方箆E,

m lの方法は現在のeTrエ邪川畑姫に放ては成功して

･lAいJ

て非常に敷月払;ある77tを罷めたので襲来する｡

鵜安の妨沼内

研安のEh諜IBILこつい'Cは涼む姓の如く,唖々の研究が

近べらiLでしろれ 研究-if夫々で賃投法が兇なL),比

較に闘将であるので同一BC蛤状況の下に故邦を比較し

て見 た｡

吸醐は大粒i腿 的l二兆行するので,取組血時nLllの関

係を求め出帆の方rld係数を比較して致男!の芋虫腔をしら

べた.試料は3例のJri均をとI)Z∞時rir】加入デシケー

ター中に臥 ･た｡鈷射 工夫如 (城 1)の如きもので硝

安L'I嘘の竣軸を】OOとして比較した｡

軒2の方法は多くの刑死がある｡安定な範眼として

は.て‥ イン私 刑 弧 捌 純 金恩石地等が使用 前 生

されているが･何れも共免91の現われる樫加えると退 ,I ? , ィ ,

麺の爆哉性をmi!け ろものである｡ 水 dl

丑等の跳琵卿 は他 の臥 Lものか･掛 tは放散する T ス , , ル ト

可放任があるのでj･として NJG を合有しない硝安煤 ク.,_,.,チ ,agン

串に加えらi止 ｡従て ポ/Gを合有するmg'ィ,田質 初 代

Tイナマイ咽 に封するものは,その例が洞合に少 べ ト ロ ク g A

い｡例えは粥舶 来 (SSJ935, 30･a-7り として ーイクqH スS,
Nil●朋0167kgをyゼタン (べ1･-クタJ.)3kgで ンワプタス

成項し'TJ/G-1V/C ISkgI(･但和したこトクモYと呼 石 次 ダ y- ス

ばれろもの御 確 けちれてい ろ｡今回研究の脚 安 モ ビ ー ル 渦

罪渉究1イナ▼イJ･の妨組に地 .､クフィンを用い チ レ ビ ン 油
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